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ࢀ
ࡲ
ࡍ
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【請願の主旨】より

自民党と日本維新の会は衆議院議員定

数の１割削減を連立の絶対条件として、

強引に進めようとしています。

国会議員は主権者国民の代表であり、

国民の要求意見を国会に反映させる手段

です。国会議員の定数のあり方は、国民

の代表をどう選ぶかという選挙制度の根

幹をなす問題です。選挙制度は民主主義

の土台であり、国民の参政権そのもので

す。国民的な議論が欠かせません。

現行の衆議院小選挙区比例代表性は小

選挙区が中心です。一人しか当選しない

小選挙区は多数の「死票」を生み出し、

比較第一党が議席を占めて虚構の多数を

作り出しています。比例削減は、多様な

民意の議席への反映をより一層困難に

し、少数意見や少数政党の排除につなが

ります。その結果、国会のもっとも大事

な役割である政府や行政を監視する機能

が弱められます。

すでに衆院の総定数は 465 にまで削減

され、国際的に見ても、人口 100 万人当

たりの日本の議員数は OECD（経済協力

開発機構）加盟 38 カ国の中で 36 番目と

いう少なさです。

議論の経緯を無視し、与党だけで勝手

に決めることは許されません。

水と緑産業廃棄物処分場建設計画

みんなで考える シンポジウム

２０２５年１月２５日（日）１０時から

みなくるプラザ・鹿深ホールにて

（甲賀市水口町本丸１-２０）

畑 明郎（元大阪市立大学教授 環境学者）

奥谷和夫（奈良県山添村議会議員）

山下芳生（日本共産党副委員長 前衆議院議員）

中山和行（滋賀県議会議員）
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多様な民意を切り捨てる定数削減

国にモノが言えない議会でよいのか

クリーンセンター滋賀を視察する党議員団


